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南大東村
南大東村さとうき
び生産振興対策
協議会

令和2年度 令和3年度
生産量を平年水準以
上に増加 t 103,820 109,011 81,968 -421.0% 86749 -328.9%

株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加 t/10a 6 7 6 40% 6 60.00% ○ ○

肥培管理による生産量の増加と単収の向上を目
指したが、どちらも達成する事はできなかった。し
かしながら、事業計画は妥当であり、事業執行は
適切であることから、引き続き目標達成に向け取
組、次年度に再評価を行うものとする。

粟国村
沖縄県農業協同
組合

令和2年度 令和4年度
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加 kg/10a 3,715 4,576 2,941 -90% - - - - - - - - - - ○ ○

ハーベスタを導入することで単収の向上を目標とし
たが、目標未達。しかしながら、事業計画は妥当で
あり、事業執行は適切であることから、引き続き目
標達成に向け取組を求め、次年度に再評価を行う
ものとする。

与那国町
沖縄県農業協同
組合

令和2年度 令和4年度
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加 kg/10a 3,430 4,000 3,100 -57.9% - -

10a当たりの労働時間
10%以上削減 hr/10a 100 45.1 43.0 103.8% - - ○ ○

ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。単収向上の目標については未達
であるが、事業計画は妥当であり、事業執行は適
切であることから、再評価は行わず、引き続き目標
達成に向け取組を促す。

宮古島市
合同会社丸聖
ファーム

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 50 31 19 159% - - - - - - - - - - ○ ○
トラクター等を導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

宮古島市
農業生産法人合
同会社ユーカリ

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減 hr/10a 51 35 35 100.0% - - - - - - - - - - ○ ○

トラクター等を導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

宮古島市
合同会社狩俣農
産

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 46 30 29 106.5% - - - - - - - - - - ○ ○
トラクター等を導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

宮古島市
合同会社西松
ファーム

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 49 30 18 164.6% - - - - - - - - - - ○ ○
トラクター等を導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

宮古島市 合同会社たいよう 令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減 hr/10a 51 30 20 147.4% - - - - - - - - - - ○ ○

トラクター等を導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

宮古島市 大道 令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減 hr/10a 48.8 32.8 32.8 100.0% - - - - - - - - - - ○ ○

中耕ローター等を導入することで労働時間の削減
を目指し、目標達成。

宮古島市
合同会社ジューニ
ンファーム

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 51.2 30.5 28.5 109.7% - - - - - - - - - - ○ ○
トラクター等を導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

南城市
沖縄県農業協同
組合

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減 hr/10a 95.8 41.8 57.5 70.9% - - - - - - - - - - ○ ○

ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目
標としたが、目標未達。しかしながら、一定程度の
成果は出ている。また、事業計画は妥当であり、事
業執行は適切であることから、再評価は行わず、
引き続き目標達成に向け取組を促す。

宮古島市
農業生産法人合
同会社ミヌバリ
ファーム

令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 107.3 51.3 42.1 116.4% - - - - - - - - - - ○ ○
ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。
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【R2補正】_甘味資源作物生産性向上緊急対策事業（さとうきび生産性向上緊急支援事業）

所在
市町村等

事業実施主体 実施年度 目標年度

目標１



宮古島市 野原越ファーム 令和2年度 令和4年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 100.2 47.2 36.9 119.4% - - - - - - - - - - ○ ○
ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目
指し、目標達成。

沖縄市
他７市町
村

中部地区さとうき
び生産振興対策
協議会

令和3年度 令和4年度
生産量を平年水準以
上に増加 t 23,659.0 26,025.0 24,716.0 44.7% - -

土壌診断実施面
積を6%以上増加

% 14.00 27.00 29.10 116.2% - - ○ ○

肥培管理に取り組むことで生産量の増加を目指し
たが目標未達。一方、土壌診断の目標は達成でき
ていることから再評価は行わず、引き続き目標達
成に向け取組を促す。

久米島町
久米島さとうきび
振興協議会

令和3年度 令和4年度
生産量を平年水準以
上に増加 t 48,587.0 58,400.0 53,391.0 49.0% - -

土壌診断実施面
積を6%以上増加

% 18.70 25.30 31.00 186.4% - - ○ ○

肥培管理に取り組むことで生産量の増加を目指し
たが目標未達。一方、土壌診断の目標は達成でき
ていることから再評価は行わず、引き続き目標達
成に向け取組を促す。

宮古島市
宮古地区さとうき
び糖業振興会

令和3年度 令和4年度
生産量を平年水準以
上に増加 t 299,126.0 354,761.0 310,447.0 20.3% - -

土壌診断実施面
積を6%以上増加

% 15.90 22.20 29.00 207.9% - - ○ ○

肥培管理に取り組むことで生産量の増加を目指し
たが目標未達。一方、土壌診断の目標は達成でき
ていることから再評価は行わず、引き続き目標達
成に向け取組を促す。


